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パブリシティ活動～メディアリスト（１）

広報活動（広告・パブリシティ）の内、イベントのパブリシティ活動として、マスコミ各社（地元香港
メディア、日本メディア）に対して、イベントの取材案内・当日の報道対応・事後のフォローを行っ
た。

地元香港29媒体、在香港日本メディア・海外メディア２１媒体、日本国内業界紙１６媒体に案
内状を発送（下記メディアリスト参照）。あわせて電話によるプロモーションを行い、イベント当日
の取材を促進した。

総合紙  発行部数
1 AM730                                                            280,034
2 Apple Daily　蘋果日報                                                            298,777
3 Hong Kong Daily News　新報                                                              60,000
4 Hong Kong Economic Times　經濟日報                                                              74,628
5 Metro Daily　都市日報                                                            936,000
6 Ming Pao Daily News　明報                                                              97,209
7 Oriental Daily News　東方日報                                                            550,000
8 Sing Pao　成報                                                              74,965
9 Sing Tao Daily　星島日報                                                              73,118
10 The Sun　太陽報 500,000 (中国大陸での流通分を含む)

食・レジャー誌（週刊・隔週刊）  発行部数
11 Eat and Travel　飲食男女                                                              50,154
12 HK Magazine                                                              79,681
13 U Magzine                                                              80,000
14 Weekend Weekly　新假期                                                              90,000
15 Lisa's Magazine　味道                                                              41,308

総合誌（週刊・隔週刊）  発行部数
16 East Week　東周刊                                                            120,000
17 Ming Pao Weekly　明報周刊                                                              60,261
18 Three Weekly　3周刊                                                              60,336
19 Next Magazine　壹周刊                                                            121,924
20 Oriental Sunday　東方新地                                                            156,229
21 TVB Weekly　TVB周刊                                                              61,127

ライフスタイル誌（週刊・隔週刊）  発行部数
22 Metropop                                                            118,462

業界紙誌  発行部数
23 FoodPacific Manufacturing Journal 16,900
24 China Food Manufacturing Journal

テレビ
25 Asia Television - Local　亞洲電視本港台
26 Asia Television - World　亞洲電視國際台
27 Cable TV　有線電視
28 Television Broadcast - Jade　無線電視翡翠台
29 Television Broadcast - Pearl　無線電視明珠台

＊ 　　英字媒体

＜香港地元媒体＞

■

■ イベント当日に取材に来られなかった媒体に対しても継続的な情報提供を行い、事後の記事
露出の促進を図った。
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パブリシティ活動～メディアリスト（２）

＜在香港日本メディア・海外メディア＞

1 朝日新聞社
2 読売新聞社
3 日本経済新聞社
4 共同通信社
5 時事通信社 (Japanese)
6 テレビ東京
7 日経BP社

8 香港ポスト
9 Weekly Hong Kong
10 コンシェルジェ香港

11 NHK　（広州支局）
12 日本テレビ/読売テレビ　（北京/上海支局）
13 TBS/毎日放送　（北京/上海支局）
14 フジテレビ/関西テレビ　（北京/上海支局）
15 テレビ朝日/朝日放送　（北京/上海支局）
16 毎日新聞　（北京/上海支局）
17 産経新聞　（北京/上海支局）
18 中日（東京）新聞　（北京/上海支局）

発行部数
19 Financial Times                                        28,710
20 International Herald Tribune                                        76,925
21 Wall Street Journal                                        80,514

＊ 　　英字媒体

海外メディア

日本メディア（香港支局）

香港の和文紙誌

日本メディア（北京・上海・広州支局）

＜日本国内業界紙＞

1 （株）日本農業新聞 日本農業新聞 編集部
2 食肉通信社 週刊食肉通信 編集部
3 食品産業新聞社 畜産日報 編集部
4 日本食糧新聞社 日本食糧新聞 編集部
5 日本食糧新聞社 月刊 食品工場長 編集部
6 食品新聞社 食品新聞 編集部
7 食品産業新聞社 食品産業新聞 編集部
8 帝国飲食料新聞社 帝飲食糧新聞 編集室
9 外食産業新聞社 日本外食新聞 編集部
10 食糧タイムス社 食糧タイムス 編集部
11 日本産業新聞社 日刊食品経済 編集部
12 日刊経済通信社 日刊食品通信 編集部
13 商業界 食品商業 編集部
14 食糧経済通信社 食糧経済 編集部
15 ＣＭＰジャパン（株） 食品と開発 編集部
16 （株）フードリンク フードリンクニュース 編集部

日本の食品・畜産専門媒体
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パブリシティ活動～取材案内状（１）

イベントの概要を記した取材案内状を作成。
岩永副大臣及び作家の蔡瀾氏の氏名を記載しメディアの関心を喚起。地図の挿入を行いイベ
ントの場所・日時を分かりやすく伝達。効果的な取材動員プロモーション活動のツールとして活
用した。

■

＜取材案内状（１ページ）＞
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＜取材案内状（２ページ）＞

パブリシティ活動～取材案内状（２）

○○○○@○○

○○○○

○○○○ ○○○○

○○○○

○○○○

※地元香港メディアのために英語・広東語でも取材案内状を用意し発送を行った。
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パブリシティ活動～当日出席メディアリスト

■ 日本メディア１１名、中国メディア２０名、合計３１名の報道関係者が来場。
特に地元香港媒体については、主要新聞と雑誌の経済担当・食担当記者が来場。
地元メディアにおける日本産和牛肉関連報道のきっかけづくりに成功した。

＜出席メディア＞

No. 媒体名 所属 氏名 電話 出席者数

1 讀賣新聞 香港支局 1

2 時事通信社 香港支局 1
3 共同通信社 香港支局 1

4 HK Post 編集部 1

経済部
経済部
経済部

11

7 AM730 特集部 1
経済部

9 Ming Pao Daily News　明報 経済部 1
10 Hong Kong Daily News 新報 経済部 1
11 Hong Kong Commercial Daily 香港商報 経済部 1
12 Sing Pao　成報 ニュース 1
13 Wen Wei Po 文匯報 特集部 1

経済部
経済部
広告部
経済部
経済部

16 Senasia Publication Group (Golf Vacations) 編集部 1
17 Take Me Home 広告部 1

20 on.cc 特集部 1
20

総計: 31

18

計:

計:

■中央紙

■テレビ
香港支局6 テレビ東京 3

■週刊/隔週刊誌 (食･レジャー)

■テレビ

■月刊/隔月刊誌

14

15

U Magazine

Weekend Weekly 新假期

■月刊誌 (食･レジャー)

香港媒体

日本語媒体

5

■通信社

■総合紙

■週刊・隔週刊誌 (食・レジャー)

8

Now TV ‒ Jiayu (Home entertainment) Channel  家娛頻道19 "飲食新國度" 2

エンターテインメント

3

2

Needs・コンシェルジェ 4

Oriental Daily News　東方日報

Cable TV　有線電視 2

2
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パブリシティ活動～当日配布資料（１）

■ 来場したメディアに対してニュースリリースを配布。
文中で「和牛統一マーク」登場の意義を訴求するとともに、安全で良食味な日本産和牛肉の特
徴を分かりやすく伝達。香港における日本産和牛肉紹介時のキーメッセージ構築を図った。
イベント後の掲載プロモーション活動においても、地元メディアに対するメッセージ訴求の基礎資
料として活用した。

＜ニュースリリース（１ページ）＞
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パブリシティ活動～当日配布資料（２）

＜ニュースリリース（２ページ）＞
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パブリシティ活動～当日配布資料（３）

＜ニュースリリース（３ページ）＞

○○○○

○○○○

○○○○ ○○○○

※地元香港メディアのために英語・広東語でもニュースリリースを用意し配布を行った。
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＜式次第（１ページ）＞

イベントに来場したメディアに対して式次第を配布。
スケジュールの流れや、フォトセッション時の登壇者立ち位置・氏名などの情報を提供すること
で、取材の便宜を図った。また、取材時のレギュレーションを事前に伝達することで、混乱の無
い円滑なイベントの進行を促進した。

■

パブリシティ活動～当日配布資料（４）
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パブリシティ活動～当日配布資料（５）

＜式次第（２ページ）＞

※地元香港メディアのために英語・広東語でも式次第を用意し配布を行った。
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＜香港露出媒体掲載一覧＞

１．新聞

No. 掲載日 媒体名 発行部数 見出し 記事の大きさ

1 1月12日 明報（Ming Pao Daily News） 97,209部 和牛肉が新しいマークと共に香港に再登場 7cm x 19cm

2 1月12日 星島日報（Sing Pao Daily News） 74,965部
高価な和牛肉が香港に再登場
統一マークで安心度アップ

32cm x 19cm

3 1月12日
香港商報（Hong Kong Commercial
Daily）

307,000部 香港で高まる和牛肉ニーズ 15cm x 5cm

4 1月16日 新報（Hong Kong Daily News） 60,000部
日本産和牛が統一マークと共に香港に再登
場

8.5cm x 10.5cm

5 1月19日 東方日報（Oriental Daily News） 550,000部 統一マークで牛肉をチェックしよう 20cm x 16cm

6 1月21日 蘋果日報（ Apple Daily ） 298,777部 Ａ５級の柔らかい佐賀牛を蒸してみた
36cm x 29cm +
18cm x 22cm

7 1月23日 明報（Ming Pao Daily News） 97,209部
統一マークを見分けて日本産和牛肉を買お
う

12cm x 9cm

8 1月23日 文匯報（Wen Wei Po） 185,000部 日本産和牛肉が高い評価で再上陸 9cm x 23cm

9 1月24日
財経新聞（Hong Kong Economic
Journal）

62,037部 和牛肉が再上陸 9.5cm x 8cm

２．雑誌
No. 掲載日 媒体名 発行部数 見出し 記事の大きさ

1 1月18日 U Magazine 80,000部 和牛肉の購入時には統一マークに注目 10.5cm x 14cm

３．ケーブルＴＶ

No. 放送日 媒体名 内容 放送回数 露出時間

1 1月11日 エンターテインメントニュース・チャンネル 蔡瀾氏がイベントで和牛肉の調理法を伝授 4回 2分24秒間

４．インターネット

No. 掲載日 媒体名 内容

1 1月19日 On.cc 統一マークで牛肉をチェックしよう
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＜日本露出媒体掲載一覧＞

１．通信社

No. 掲載日 媒体名 内容

1 1月11日 時事通信 農水省、香港で日本産和牛肉の販促イベント

２．ＴＶキー局

No. 放送日 媒体名 内容 放送時間 露出時間

1 1月11日 テレビ東京「速ホウ！」 香港で「和牛統一マーク」発表 17時04分 34秒間

３．新聞

No. 掲載日 媒体名 発行部数 見出し 記事の大きさ

1 1月22日 週刊食肉通信 30,000部 プロモイベント実施　香港で和牛肉アピール
8cm x 3.3cm +11cm x
 9.9cm+20.3cm×3.3cm
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日本産和牛肉広報

Ａｄｖｅｒｔｉｓｉｎｇ
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香港国際空港 バゲッジクレイム ライトボックス

実施期間 ： 平成19年12月29日（土）～平成20年1月25日（金）

数量 ： 10面
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バスラッピング

実施期間 ： 平成20年1月4日（金）～平成20年1月31日（木）

実施路線 ： 計35台

89X、26、37、269B、35A、601、116、960、603、118、13X、42C、238X、 42A、212、14、

641、87D、271、81C、969、671、681、619、42、106、111、109、18、18、27、109、905、

796S、101

広告フォーマット ： Super T



16

屋外大型看板

実施期間 ： 平成20年1月1日（火）～平成20年1月31日（木）

実施場所 ： Causeway Bay

数量 ： 1
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新聞・雑誌等への広告掲載

１．新聞

掲載日 媒体名 発行部数 日刊/月刊

1月11日 東方日報 500,000部 日刊
1月11日 蘋果日報 297,289部 日刊
1月11日 Hong Kong Economic Times 87,593部 日刊
1月11日 South China Morning Post 104,415部 日刊
1月11日 日本経済新聞（香港/アジア版） 23,298部 日刊
1月11日 朝日新聞（香港版） 7,600部 日刊

２．フリーペーパー

掲載日 媒体名 発行部数 日刊/月刊

1月11日 Metro 333,244部 日刊
1月11日 Headline 600,645部 日刊

３．雑誌

掲載日 媒体名 発行部数 日刊/月刊

1月4日 Prestige HK 20,000部 月刊
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検証・評価・考察

検証と評価

■パブリシティ活動においては、当初の目標どおりのメディア（記者）が参加した。香港には日本メ
ディアの在香港支局が少ないため（ＴＶ局ではＮＨＫとテレビ東京のみ）、日本側の参加が少なく、
日本メディアでの露出は少なかった。料理評論家の蔡瀾氏の起用によって、日本産和牛肉の
魅力をより説得力のある形で情報発信ができた。

■広告活動では、日本産和牛肉のターゲットである購買力のある層（＝富裕層）、関心のある層（＝
若者層）に効果的に接触できる媒体で広告展開できた。

■公募ロゴを挿入するため、制作スケジュールが短縮され、年末年始で調整が厳しい局面も
あった。しかし、香港当局の表現上の検閲もクリアし、農水省ご担当者様のご協力により、
すばやい原稿チェックと進行を実現することができた。
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検証・評価・考察

考察

■輸入再開と告知したことから、その次のコミュニケーション施策を具体化する必要があると
思われる。特に、香港での食が盛り上がる時期にタイミングを合わせて、フォロー広告を
検討することで、より定着させることを狙いたい。

■イベント来場者の今後のフォローをはじめとして、香港消費者向けのセールスプロモーション
施策につながる表現開発・コミュニケーション開発が何らかの形で実現できると、更に強い成果
につながっていくと思われる。

■イベントと同様であるが、アンケート時に大変な興味を示している商社の方もいたため、今後は、
こういう試食会イベントで味と質の良さを体験してもらいながら、安全性のアピールや情報の素早
い取得を目指しての日本産和牛肉のＷＥＢサイトを充実させていくことが販売拡大と輸出量増加
に貢献するものと考える。

■飲食店向けのツールや贈答目的の商品コミュニケーション開発など、今後できることは、広報面
でも多い。

■限られた予算の中での効率的な広告展開および影響力のあるメディアに対してのパブリシティ活
動ができた。


